










































































































































くなってきて学校へ行く日数が少なくなり、若い働き手が戦争に取られている農家の手伝いをしたり。それも初めは田植え か、かなり簡単なことをや いたのですが、三年生の時でしたか、おやじが北朝鮮へ転勤になったものですから、一緒に行って、その時は その近所にあった戦闘機の飛行場 地ならしみ いなことをさせられたこともあります。　
それから、私たちが行くのは咸興（ハムング）公立中学校だったの





















































































たきりですから、全然記憶がない。だいたいあの近所にあるぐらいことしか分かっていない。そこで諫早とい 駅 行っ 降りて、それから一週間ぐらい毎日 （実家のある早見は）どこかを探 ました。　
小学校六年生の時はバスで行けたのですが、 その時はバス線がなく、









て寝るわけです。列車が着くたびに、いろいろな人が乗り込んだり、降り きたりするのですが、その中に予科練の軍服を着ているのが二人いまし 、こちらもだいぶ汚れた予科練の服を着ているので、お互いに「お え、ど の部隊か」なんて言っているうちに、 「どこへ行くんだ」と言うと その一人が「俺、早見という所へ行くんだ」と言う。　
三人いたのですが、もう一人は満州に家があるので満州に帰れなく
て行く所がないから連れてきたと。 で から、 三人で早見を探して回っているうちに、島原鉄道の踏切を渡ってもう少し行った所 、駅からかなり離れた所で聞いたところ、 「この先、二里ぐ 行った所に早見というとこがあったような気がしますよ」と言 れて、それで行きました。　
私どもは衣嚢（いのう）に着替えとかを入れていたのですが、その
衣嚢が重そうだから、うちの車を貸してあげる 。用が済んだら返してくださいと言われて猫車とい 木製の車に衣嚢を三つ積んで、それを引っ張って二里の道を歩い っ わけです。　
そして、最後の山を越すと、海が見えて、天草の島が下に見える。






























ど、皆さん非常に同情があって、入学レベルを下げてくださったのではないかと思います。諫早の中学校と祖父母の家は二里ぐらい離れておりまして 先ほども申し上げたようにバスがなかったので歩いて行く。だいたい二時間かかったので、八時に学校というと を出るのが六時。だから、冬場になりますと、本当に星をいただ 出て、月を踏んで帰るという毎日だったわけです　
しかし、その時の英語の先生がとてもいい方で、おまけに私は中学

























































































いろいろ主になって、詩吟だとか音楽鑑賞だとか、田舎からいろいろ集まった高等師範の新入生に文化的教養を教えて ださったわけです。お けに、森滝先生はご専門が京都大学の倫理ですよね。倫理はよく分かりませんが、 とにかくお行儀よくしていなければいけないと。　
それで、森瀧先生は原爆のために片目がよくお見えにならない。そ




































































真下先生は京都祇園の遊郭 ご出身なのですね。それは婦人語とか女性語とかいう題の本を出していらっしゃいますが、東京大学に提出された文学博士の論文というのは、結局、祇園の言葉の文法でした。禿（かむろ）で始まってどうこうという祇園の中での階級制度みたいなものから、ほかの人には分からないような詳しいこ を、も すごくたくさんご存じで、そういう調子なので、それと「上方語の研究」というのとはだいぶ違うわけですね。　
ですから、何か変な知識は得たのですが。とにかく、その雰囲気み
たいなものは分かるのですね。非常に細かいこと 突っ込んでいろいろ勉強していらっしゃ 先生方で、そういうご専 は誰にも譲らなという第一級の学者に学んで るという は、 本当に刺激 なります。　
それから、私どもは「いのきゅうさん」と言っていましたが、フラ


















わあ、すごいな」という感じで。それから中原與茂九郎先生、あの先生は不思議な組み合わせなのですね オックスフォードか何かにいらしたので、アッシリア学という か、 では三笠宮 並んでオリエント何とかのまで書 た ところなのでしょうけれども、全然そういう感じのしない、気取らな 先生です。　
それで、教室に来られる前に必ず郵便を取っていらっしゃるので、
背広の両方のポケッ 、それから ャツのポケット全部に郵便物が入っている。ですから、教室に入っていらっしゃると、歩いている郵便箱みたいな感じ ね。そういうくだらな こ しか覚えて なのですが、ものすごく第一流で ものすごく りふり構わぬ先生がたくさんいらっしゃ まして、これはすご 所に来た と思 ました。　
それからドイツ語の登張（正美）先生は、後で東大 お帰りになっ
て、ゲーテの専門家。また、フランス語の井上究一郎先生もやはり東大に帰っていかれた。東大などを出た若い先生がどさ回りをするときには広島に来るという何かがあ らしくて、そ 点で非常に恵 れていたと思います。　
それで、本家に帰っていくと、今で言う大学院の先生で専門のこと












































































会話は、そ 時、第一回生だから勝手にいろいろ も がつ









いうか部会というか、学校の正規のものではないかたちで会話を教えてもら ことにしました。というのは、大学の正規の だと、教授とか助教授とか学歴とかがややこしいことになって、し もそのころは、会話はバーリッツ（
B
erlitz, 英会話学校）みたいな所へ行けば
いい、大学 いうのは、もっと正式な講読演習をやるところだという気風があったので、そ あたりを適当に安く組み合わせ 工夫をやったわけです。　
フランス語も、そんなことで。それから、ドイツ語のほうも、流川














学ですか、その四つぐらいが一緒になって、県立女子大には衣装のお願いをする、女学院には、 『リア王』の三人娘を男性がやってもしようがな の 女優さんをお願いする。そして、あとのごちゃごちゃ文理大と広島大でやるということで。　
それで、文理大の前原さんとおっ














































































られたの しょうか。学生があまり使わない本 どは山 中に置あったらしい。聞いてみると、スコットランドとイングランドの境界に当たるところ バラッド （



























いや、 それほどでは。先生方も 「君 大学院 残らな のか」

































ら、フルブライトと組み合わせて奨学が可能になった め 、ロサンゼルスへ送られることになった けで 。○石田
　
ですから、こういうことをしたいからこの大学とか、こうい
う先生がいるからこの大学と うのでは て、奨学金 都 でカリフォルニアに行く たちになったのですね。○青木
　











































をやりたいんです」と言うと、 「 うち言語学部がで るから、しばらくいなさ 」ということで、学部づくりを待つ過程は多少ありました。しかし、結局五年待っても きないので、そ なら、もう既あるバークレーに行きます その時に修士をも って出ました。○石田
　
そういう事情なのですね。略歴を拝見して年数がちょっと合


















受ける被害というより 、アメリカにいる日系の人たちから受ける差別みたいなもののほ が大きかったよう 思います。　
私の知っているロサンゼルスの大学の図書館の裏側に、日系の人が












poi ） 」とかいうもの。それは、 言ってみればサトイモで作っ










































いるのが面白いのですね（笑） 。それで、そういうことを踏まえていない言語学は意味がないと思います。ですから の 一緒に言語学の勉強を一生懸命にしなければ、 「これは何ですか」 、 「あれは何です」かだけをやってもしようがないと思って。○石田
　
そういう生活文化を理解
した上で言葉を理解しなければいけないというものの見方は、インディアンの言葉を学ぶ中で気が付か た とですか。それとも、言語学の授業で徹底して教え込まれたことで か。○青木
　
両方あると思います。バークレーというのは大変変わったと












































































等商業、という案があったそうです。欧米では僧侶作りにオックスフォードも アメリカのアイビーリーグもできたわけ 、わが国ではこういう宗教と無関係の教育機関を作ったのは目の付け所が良かったと思います。でも気をつけないとそう うところに行って、国の富を私有化する術を身に た「経済学修士」になったり、金持ちの番犬になるためにロースクールへ行って、外資系で働くのが人生の目的なら、外国の金持ちの道具で終わりです。　
ある程度の富は得なければ
いけませんが、 「壮九重於内

所居不過容膝
　
羅八珍於前

写真７　青木氏近影（家族集合写真、平成28年９月）
